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愛
媛
県
内
の
出
土
木
製
遺
物
の
用
材
傾
向
に
つ
い
て

亀　

井　

英　

希

一　

は
じ
め
に

　

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
製
遺
物
の
樹
種
の
調
査
に
よ
り
、
時
代
や
地
域
、
遺
物
の
用
途
に

応
じ
た
木
材
利
用
つ
ま
り
用
材
利
用
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
さ
ら

に
、
当
時
の
文
化
や
技
術
、
自
然
環
境
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る（１）

。
し
か
し
、

日
本
列
島
全
域
を
対
象
と
し
た
よ
う
な
大
規
模
な
集
成
に
お
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
資
料
の

多
い
地
域
の
検
討
が
優
先
さ
れ
、
個
々
の
地
域
に
つ
い
て
は
大
ま
か
に
し
か
把
握
さ
れ
な
い

現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
個
別
の
樹
種
同
定
の
報
告
が
若
干
行
わ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の（２）

、
い
ま
だ
デ
ー
タ
の
集
成
が
行
わ
れ
て
い
な
い
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
遺

物
及
び
そ
の
用
材
に
つ
い
て
発
掘
調
査
報
告
書
等（３）

よ
り
調
査
し
、
時
期
な
ど
に
よ
る
用
材
の

使
用
状
況
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　

愛
媛
県
内
で
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
遺
跡
は
、お
よ
そ
七
〇
を
数
え
る
が
、

そ
の
う
ち
、
今
回
は
出
土
遺
構
と
年
代
が
明
ら
か
に
な
っ
た
四
一
遺
跡
の
四
六
七
点
の
木
製

遺
物
を
対
象
に
、
樹
種
、
器
種
（
用
途
）、
時
期
別
に
デ
ー
タ
の
整
理
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
樹
種
で
は
針
葉
樹
が
、
ス
ギ
科
五
三
点
、
ヒ
ノ
キ
科
九
六
点
（
ヒ
ノ
キ
属
九
五
点
、

ネ
ズ
コ
属
一
点
）、
マ
ツ
科
五
一
点
（
マ
ツ
属
四
一
点
、
モ
ミ
属
八
点
、
ツ
ガ
属
二
点
）、
カ

ヤ
属
九
点
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
四
点
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
二
点
、
イ
ヌ
マ
キ
一
点
。
広
葉
樹
が
、
ブ
ナ
科

一
四
六
点
（
コ
ナ
ラ
亜
属
九
点
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
一
一
四
点
、
シ
イ
ノ
キ
属
一
七
点
、
ク
リ

属
五
点
、ブ
ナ
属
一
点
）、ク
ス
ノ
キ
科
三
一
点
（
ク
ス
ノ
キ
属
二
五
点
、タ
ブ
ノ
キ
属
三
点
、

シ
ロ
ダ
モ
属
三
点
）、
ツ
バ
キ
科
一
九
点
（
ツ
バ
キ
属
九
点
、
サ
カ
キ
属
八
点
、
ヒ
サ
カ
キ

属
二
点
）、
ク
ワ
（
ヤ
マ
グ
ワ
）
一
〇
点
、
サ
ク
ラ
属
八
点
、
タ
ケ
五
点
、
モ
チ
ノ
キ
属
四
点
、

ア
オ
キ
四
点
、ヤ
マ
ウ
ル
シ
三
点
、カ
バ
ノ
キ
科
二
点（
ア
サ
ダ
属
一
点
、ク
マ
シ
デ
属
一
点
）、

ウ
ツ
ギ
属
二
点
、
ツ
ゲ
二
点
、
ニ
レ
属
二
点
、
キ
リ
二
点
、
ヤ
ナ
ギ
属
二
点
、
タ
イ
ミ
ン
タ

チ
バ
ナ
一
点
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
一
点
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
一
点
、
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
一
点
、
セ
ン

ダ
ン
一
点
、
ノ
グ
ル
ミ
一
点
、
ア
オ
ギ
リ
一
点
、
ム
ク
ロ
ジ
一
点
、
ア
ワ
ブ
キ
属
一
点
で
あ
っ

た
。（
表
参
照
）

二　

器
種
に
よ
る
使
用
樹
種
に
つ
い
て

　

県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
遺
物
の
う
ち
、
二
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
、
ブ

ナ
科
の
樹
種
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
ス
ギ
科
、
ヒ
ノ
キ
科
、
マ
ツ
科
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
分
類
の
基
準
と
し
て
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
を
分
け
、
針
葉
樹
は
、
ス
ギ
科
、
ヒ
ノ
キ

科
、
マ
ツ
科
と
そ
の
他
の
科
、
広
葉
樹
は
ブ
ナ
科
と
そ
の
他
の
科
を
分
け
る
方
法
を
採
用
し

た
。
さ
ら
に
、そ
れ
ら
を
建
築
（
土
木
）
用
材
、農
工
具
、祭
祀
具
等
の
用
途
別
に
分
類
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
表
に
し
た
が
っ
て
、
使
用
樹
種
ご
と
の
用
途
を
概
観
し
て
い
く
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
、（　

）
内
に
は
出
土
遺
跡
名
を
記
し
た
。

　

① 

ス
ギ
科
は
、
弥
生
中
期
か
ら
古
墳
後
期
に
か
け
て
、
板
材
（
桑
原
５
次
）
と
し
て
利
用

さ
れ
は
じ
め
、
八
世
紀
に
は
建
築
部
品
（
久
米
窪
田
森
元
３
次
）、
叩
き
板
や
木
簡
類

（
久
米
窪
田
Ⅱ
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
中
世
で
は
、板
材
（
古
照
８
次
）
や
角
材
、

柱
類
、
部
品
（
太
田
城
跡
）
の
ほ
か
、
下
駄
（
八
町
１
号
、
太
田
城
跡
）、
曲
物
（
八

町
１
号
、
船
ヶ
谷
３
次
、
太
田
城
跡
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ス
ギ
は
軽
く
て
軟
ら
か

い
た
め
、
割
裂
や
加
工
が
し
や
す
い
一
方
、
群
生
し
た
場
合
、
ま
っ
す
ぐ
な
太
い
材
と

な
る
た
め
、
曲
物
等
の
薄
く
板
状
を
呈
す
る
も
の
に
用
い
ら
れ
る
他
、
建
築
材
と
し
て

の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
太
田
城
跡
出
土
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
そ

の
地
域
の
植
生
や
立
地
条
件
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

② 

ヒ
ノ
キ
科
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
は
、
板
材
（
船
ヶ
谷
４
次
、
桑
原

５
次
、
古
照
８
次
）、
杭
材
（
船
ヶ
谷
４
次
）
等
の
建
築
（
土
木
）
用
材
の
ほ
か
、
刳
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物
の
古
墳
前
期
の
槽
形
木
製
品
（
多
々
羅
）
や
、
紡
織
具
の
木
錘
（
桑
原
５
次
、
来
住

廃
寺
18
次
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久
米
窪
田
森
元
３
次
で
は
七
世
紀
中

頃
か
ら
八
世
紀
頃
の
部
品
、
下
駄
、
曲
物
、
匙
形
、
斎
串
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ほ
か

に
斎
串
や
人
形
代
と
い
っ
た
祭
祀
具
、
木
簡
類
は
二
〇
点
ほ
ど
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
製
で
あ
る
。
そ
の
他
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
柱
材
（
古
照
８

次
）、
刳
物
の
槽
形
木
製
品
（
石
井
国
友
２
次
）、
曲
物
（
八
町
１
号
、
船
ヶ
谷
３
次
、

太
田
城
跡
）、
し
ゃ
も
じ
形
、
置
物
の
脚
（
い
ず
れ
も
太
田
城
跡
）
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
ノ
キ
も
ス
ギ
と
同
様
に
割
裂
や
加
工
が
容
易
な
た
め
、
斎
串
等
の
薄
い
も
の
に
使
用

さ
れ
る
一
方
、
肌
目
が
緻
密
で
強
靱
で
あ
り
、
耐
湿
性
も
高
い
た
め
、
刳
物
や
木
錘
等

に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
同
じ
ヒ
ノ
キ
科
の
ク
ロ
ベ
が
弥
生
中
期
の
阿
方

遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　

③ 

コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
板
材
や
杭
（
い
ず
れ
も
船
ヶ
谷

４
次
）、
棒
状
加
工
材
（
桑
原
５
次
）
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

④ 

モ
ミ
属
は
、
松
山
平
野
に
お
い
て
、
弥
生
中
期
か
ら
古
墳
後
期
に
か
け
て
板
材
（
桑

原
５
次
）
や
杭
材
（
船
ヶ
谷
２
次
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
八
世
紀
頃
の
用

途
不
明
品
が
出
土
し
て
い
る
（
久
米
窪
田
森
元
３
次
）。
ま
た
、
今
治
平
野
で
は
、
古

墳
後
期
の
板
戸
と
柱
類
（
い
ず
れ
も
中
寺
州
尾
）、
一
四
世
紀
の
井
戸
枠
（
八
町
１
号
）

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
モ
ミ
も
ス
ギ
と
同
様
に
、
材
は
軟
ら
か
い
た
め
加
工
が
容
易
で

あ
る
の
が
特
徴
だ
が
、
耐
久
性
は
低
く
、
狂
い
も
生
じ
や
す
い
。

　

⑤ 

マ
ツ
属
は
、
弥
生
中
期
か
ら
古
墳
後
期
に
か
け
て
杭
（
桑
原
５
次
、
船
ヶ
谷
４
次
）、

礎
板
（
船
ヶ
谷
２
次
）
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
も
、
杭

や
柱
材
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
（
久
米
窪
田
森
元
３
次
ほ
か
）。
ま
た
、
久
米
窪
田

Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
ア
カ
マ
ツ
製
の
奈
良
時
代
の
あ
て
道
具
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
自
然
木

で
は
、
弥
生
後
期
の
ア
カ
マ
ツ
（
中
村
松
田
）、
古
墳
前
期
の
炭
化
材
（
多
々
羅
）、
古

墳
の
炭
化
材
（
瀬
戸
風
峠
５
号
墳
）、
八
世
紀
頃
の
自
然
木
（
北
梅
本
悪
社
谷
２
次
）、

一
四
〜
一
五
世
紀
の
炭
化
材
（
岩
崎
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
マ
ツ
属
は
、
重
硬
で
水

湿
に
よ
く
耐
え
る
の
で
建
築
・
土
木
に
適
し
た
材
で
あ
る
。
ま
た
、
樹
脂
を
多
く
含
み

火
力
が
強
く
火
も
ち
が
よ
く
、
現
在
に
お
い
て
も
窯
業
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
。
多
々

羅
遺
跡
の
土
器
廃
棄
遺
構
や
製
塩
炉
か
ら
出
土
し
た
り
、
北
梅
本
悪
社
谷
遺
跡
の
周
辺

で
八
世
紀
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
古
墳
時
代
以
降
、
マ
ツ
材
を

意
識
的
に
燃
料
材
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

⑥ 

カ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
古
墳
時
代
の
柱
類
（
船
ヶ
谷
４
次
）
の
ほ
か
、
刳
物
（
矢
田
八
反

坪
）
や
弓
（
阿
方
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
弓
の
材
に
は
他
に
イ
ヌ
ガ
ヤ
や
イ
ヌ
マ
キ

が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
柔
軟
性
に
と
み
、
耐
久
性
、
耐
湿
性
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
あ
ま
り
他
の
製
品
の
使
用
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
意
識
的
に
弓
の
材
料
と
し
て
選

択
し
て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

⑦ 

ク
リ
は
、
縄
文
晩
期
の
炭
化
材
（
松
山
大
学
構
内
５
次
）
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
弥
生

時
代
の
建
築
部
材
（
阿
方
）
や
古
墳
時
代
の
加
工
材
（
桑
原
５
次
）、
お
よ
び
近
世
の

杭
材
（
八
町
１
号
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ク
リ
の
材
は
非
常
に
腐
り
に
く
い
の

で
、
主
に
建
築
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑧ 

コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ
ラ
節
は
、
弥
生
後
期
〜
古
墳
中
期
の
杭
材
（
古
照
８
次
）。
古
墳
後

期
の
柱
（
船
ヶ
谷
４
次
）。
一
二
世
紀
後
半
〜
一
三
世
紀
前
半
の
杭
（
古
照
８
次
）。
ク

ヌ
ギ
節
は
、
縄
文
後
期
〜
古
墳
後
期
の
竪
杵
（
矢
田
八
反
坪
）
や
古
墳
の
炭
化
材
（
瀬

戸
風
峠
４
号
墳
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
節
に
は
ク
ヌ
ギ
、
ア
ベ
マ
キ
な
ど
が

あ
り
、
材
は
重
硬
で
弾
力
に
と
み
、
良
質
の
木
炭
に
も
な
る
。

　

⑨ 

ア
カ
ガ
シ
亜
属
は
、
特
に
農
工
具
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
縄
文
後
期
か
ら
古
墳
後

期
に
か
け
て
は
、柄
（
矢
田
八
反
坪
ほ
か
）、竪
杵
（
阿
方
ほ
か
）、弓
（
矢
田
八
反
坪
）、鋤
・

鍬
類
（
松
木
ほ
か
）、泥
除
未
製
品
（
阿
方
ほ
か
）、横
槌
（
阿
方
）
等
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
奈
良
時
代
か
ら
中
世
で
は
木
錘
（
久
米
窪
田
Ⅱ
）、
鋤
・
鍬
類
（
八
町
３
号
）
等

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。建
築
材
で
は
、弥
生
後
期
の
柱
類
や
礎
板（
釜
ノ
口
７
次
、８
次
）。

古
墳
中
期
の
板
材
（
船
ヶ
谷
２
次
、
４
次
）
や
七
世
紀
中
頃
〜
八
世
紀
の
杭
（
久
米
窪

田
森
元
３
次
）。
中
世
の
建
築
部
品
（
太
田
城
跡
）や
中
世
以
後
の
杭
（
来
住
廃
寺
18
次
）

等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
ガ
シ
亜
属
は
、
き
わ
め
て
硬
く
弾
力
性
が
あ
り
水
湿
に

も
強
い
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
と
り
わ
け
鋤
・
鍬
類
に
多
く
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

⑩ 

ヤ
マ
グ
ワ
（
ク
ワ
）
は
、
阿
方
遺
跡
で
弥
生
前
期
の
腕
輪
、
櫛
、
刳
物
の
高
杯
、
弥
生
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中
期
の
短
甲
が
見
つ
か
っ
て
い
る
他
、
弥
生
中
期
〜
古
墳
後
期
の
杭
、
柱
類
（
桑
原
５

次
、
新
谷
森
ノ
前
）
の
出
土
例
が
あ
る
。

　

⑪ 
ク
ス
ノ
キ
は
、
縄
文
晩
期
の
祭
祀
具
と
し
て
船
ヶ
谷
遺
跡
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

弥
生
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
は
、
弥
生
前
期
の
泥
除
未
製
品
（
新
谷
森
ノ
前
）
を
は

じ
め
、
阿
方
遺
跡
や
矢
田
八
反
坪
遺
跡
な
ど
主
に
今
治
地
方
で
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。中
世
の
も
の
は
平
田
七
反
地
遺
跡
か
ら
一
四
世
紀
の
井
戸
枠
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　

⑫ 

ツ
バ
キ
属
は
、
弥
生
中
期
の
柄
（
阿
方
）
を
は
じ
め
、
縄
文
後
期
〜
古
墳
後
期
の
木
錘

（
矢
田
八
反
坪
）、八
世
紀
の
木
錘（
久
米
窪
田
森
元
３
次
）等
の
使
用
例
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
杭
材
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
（
久
米
窪
田
森
元
３
次
、
来
住
廃
寺
18
次
）。

　

⑬ 

サ
カ
キ
属
は
、
縄
文
晩
期
の
不
明
品
（
船
ヶ
谷
）
や
八
世
紀
の
建
築
部
品
（
久
米
窪
田

森
元
３
次
）
の
ほ
か
、
弥
生
後
期
の
炭
化
材
（
束
本
４
次
）
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

⑭ 

ツ
ゲ
は
、
奈
良
時
代
頃
の
久
米
窪
田
Ⅱ
遺
跡
や
前
川
Ⅰ
遺
跡
で
出
土
し
て
お
り
、
い
ず

れ
も
櫛
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

⑮ 

サ
ク
ラ
属
は
、
弥
生
中
期
の
杭
材
（
阿
方
）、
弥
生
後
期
の
柱
類
（
釜
ノ
口
８
次
）、
中

世
以
後
の
杭
（
来
住
廃
寺
18
次
）
等
の
出
土
例
が
あ
る
。

　

⑯ 

シ
イ
ノ
キ
属
は
、弥
生
前
期
の
鋤
・
鍬
類
（
阿
方
）、縄
文
後
期
〜
古
墳
後
期
の
柄
、鞍
（
矢

田
八
反
坪
）、弥
生
後
期
の
礎
板
（
釜
ノ
口
８
次
）、古
墳
中
期
の
板
材
（
船
ヶ
谷
４
次
）、

中
世
以
後
の
杭
（
来
住
廃
寺
18
次
）
等
の
出
土
例
が
あ
る
。

　

⑰ 

ア
オ
キ
は
、
縄
文
晩
期
の
つ
ま
み
状
木
器
（
船
ヶ
谷
）、
縄
文
後
期
〜
古
墳
後
期
の
木

針
（
矢
田
八
反
坪
）、
弥
生
中
期
の
柄
（
阿
方
）
等
の
出
土
例
が
あ
る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
特
定
の
器
種
と
結
び
つ
く
も
の
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
Ⅰ
）
高
木
で
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
属
、
モ
ミ
属
、
カ
ヤ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
い
う
針

葉
樹
と
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、
シ
イ
ノ
キ
属
、
コ
ナ
ラ
亜
属
と
い
う
広
葉
樹
の
木
材
利
用
が
多

い
。
と
く
に
建
築
（
土
木
）
用
材
の
場
合
、
お
お
ま
か
な
傾
向
と
し
て
弥
生
時
代
に
は
、
松

山
で
は
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、
今
治
で
は
ク
リ
と
い
っ
た
ブ
ナ
科
の
広
葉
樹
が
主
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
古
墳
時
代
以
降
、
松
山
で
は
ヒ
ノ
キ
、
今
治
で
は
モ
ミ
等
の
針
葉
樹
材
の

使
用
割
合
が
増
え
て
い
る
。
ア
カ
ガ
シ
亜
属
や
ク
リ
と
い
っ
た
広
葉
樹
は
、
極
め
て
丈
夫
で

直
線
的
な
太
い
材
に
な
る
こ
と
が
、
縄
文
時
代
か
ら
そ
の
堅
果
を
食
用
と
し
て
い
た
人
々
に

と
っ
て
、自
然
に
建
築
（
土
木
）
用
材
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
、
同
じ
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
満
た
し
つ
つ
も
、
よ
り
軽
く
て

運
搬
し
や
す
く
、
安
定
し
て
供
給
量
を
確
保
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
針
葉
樹
材

の
割
合
が
増
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅱ
）
鋤
・
鍬
類
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
一
〇
〇
％
近
く
ア
カ
ガ
シ
亜
属
の

樹
種
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
鋤
・
鍬
類
に
は
硬
く
て
強
靱
な
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
あ
え
て
選
択

し
て
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）
古
墳
時
代
以
降
、
針
葉
樹
材
使
用
の
普
及
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
の
斎
串
、
人
形
代
と
い
っ
た
祭
祀
具
や
、
曲
物
の
容
器
に
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
薄
く
板
状
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
割
裂
や
加
工

が
容
易
な
針
葉
樹
か
ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
選
択
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅳ
）
下
駄
は
、
七
世
紀
中
頃
〜
八
世
紀
頃
の
時
期
に
使
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
県
内
出
土

の
下
駄
は
、全
て
一
木
で
作
る
連
歯
下
駄
で
あ
り
、太
田
城
跡
で
キ
リ
製
の
も
の
が
見
つ
か
っ

て
い
る
以
外
は
、
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
下
駄
と
は
異
な
る
が
、
今
治

市
糸
大
谷
遺
跡
で
、
七
世
紀
前
後
の
田
下
駄
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
針
葉
樹
製
と
さ

れ
て
い
る
。

三　

植
生
と
の
関
連
に
つ
い
て

　

前
章
で
み
た
木
製
遺
物
に
お
け
る
木
材
利
用
傾
向
の
要
因
の
一
つ
に
、
そ
の
地
域
で
生
育

す
る
植
物
の
相
違
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
東
西
に
長
い
海
岸
線
を
持
ち
、
し
か
も
海
岸
か

ら
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
ま
で
の
標
高
差
が
著
し
い
愛
媛
県
は
、
地
形
も
複
雑
で
、
気
候

の
違
い
も
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
気
候
の
相
違
は
そ
の
地
域
に
生
息
す
る
植
物
に
も
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
、
南
予
の
海
岸
沿
い
の
亜
熱
帯
的
な
植
物
群
か
ら
石
鎚
山
系
の
亜
寒
帯
植
生

ま
で
、
多
様
な
森
林
植
生
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
愛
媛
県
下
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
森

川
国
康
氏
ら
に
よ
り
、
標
高
に
よ
り
五
つ
な
い
し
は
六
つ
の
森
林
帯
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る（４）

。
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愛
媛
県
内
の
平
野
部
全
域
と
お
よ
そ
標
高
八
〇
〇
ｍ
以
下
の
山
地
は
、
照
葉
樹
林
帯
ま
た

は
シ
イ
・
カ
シ
帯
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
自
然
状
態
で
は
ア
ラ
カ
シ
・
イ
チ
イ
ガ
シ
・
ウ
ラ

ジ
ロ
ガ
シ
・
ア
カ
ガ
シ
な
ど
の
カ
シ
類
と
、
シ
イ
ノ
キ
・
ク
ス
ノ
キ
・
タ
ブ
ノ
キ
・
ホ
ル
ト

ノ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
優
占
す
る
。
中
で
も
、
標
高
が
五
〇
〇
ｍ
以
下
の
山
地
は
、
も

と
も
と
シ
イ
・
カ
シ
類
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど
、
常
緑
広
葉
樹
が
優
占
す
る
照
葉
樹
林
地
域
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
や
島
嶼
部
の
花
崗
岩
地
帯
な
ど
土
壌
の
や
せ
た
地

域
や
岩
石
地
で
は
土
地
的
要
因
が
強
く
は
た
ら
く
た
め
、
同
じ
気
候
帯
で
も
マ
ツ
属
が
繁
殖

し
、
そ
れ
が
薪
炭
林
や
生
活
林
と
し
て
拡
大
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
標
高
五
〇
〇
ｍ
以

上
で
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
や
落
葉
樹
の
モ
ミ
ジ
の
仲
間
な
ど
が
優
占
し
、
石
鎚
山
の
中
腹
や

小
田
深
山
な
ど
で
は
、
カ
シ
類
の
分
布
上
限
で
あ
る
標
高
八
〇
〇
ｍ
あ
た
り
か
ら
一
二
〇
〇

ｍ
に
か
け
て
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
群
集
の
中
間
温
帯
林
が
発
達
し
て
い
る
。
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
か

ら
一
七
〇
〇
ｍ
の
山
地
で
は
、
ブ
ナ
が
優
占
し
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
リ
ョ
ウ
ブ
な
ど
冷
温
帯
の
落

葉
広
葉
樹
林
が
目
立
つ
。
ま
た
、
石
鎚
山
脈
、
赤
石
山
脈
、
四
国
カ
ル
ス
ト
な
ど
の
標
高

一
三
〇
〇
ｍ
か
ら
一
七
〇
〇
ｍ
の
地
域
に
は
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
林
の
発
達
を
み
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
し
か
し
、
緯
度
の
低
い
篠
山
で
は
、
ブ
ナ
も
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
も
な
い
。
標
高
が
、
ほ
ぼ

一
七
〇
〇
ｍ
以
上
に
達
す
る
と
シ
ラ
ベ
の
優
占
す
る
針
葉
樹
林
帯
で
あ
り
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林

も
よ
く
発
達
す
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
を
簡
略
化
し
て
ま
と
め
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

標
高
〇
〜
五
〇
〇
ｍ　
　
　
　
　

シ
イ
・
カ
シ
林
域
（
暖
温
帯
）

　
　

標
高
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
ｍ　
　

モ
ミ
・
カ
シ
林
域

　
　

標
高
八
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
ｍ　
　

モ
ミ
・
ツ
ガ
林
域
（
中
間
温
帯
）

　
　

標
高
一
〇
〇
〇
〜
一
七
〇
〇
ｍ　

ブ
ナ
林
域
（
冷
温
帯
）

　
　

標
高
一
七
〇
〇
ｍ
以
上　
　
　
　

シ
ラ
ベ
林
域
（
亜
寒
帯
）

　

こ
の
よ
う
な
植
生
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
次
に
、
過
去
の
植
生
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か

り
と
な
る
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
自
然
木
や
炭
化
材
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。
た
だ
、
愛
媛

県
下
の
場
合
、
出
土
事
例
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
松
山
平
野
周
辺
地
域
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
縄
文
晩
期
の
も
の
と
し
て
、
ク
リ
の
炭
化
材
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ク

リ
の
実
は
、
縄
文
時
代
に
は
食
料
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
稲
作
の
導
入

に
よ
り
、
人
々
の
食
料
資
源
と
し
て
穀
類
の
役
割
が
増
し
て
い
く
と
、
堅
果
の
需
用
は
少
な

く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
ク
リ
材
の
木
製
品
へ
の
利
用
も
減
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

弥
生
中
期
に
は
、
シ
イ
ノ
キ
属
や
ク
ス
ノ
キ
科
の
炭
化
材
、
ク
ヌ
ギ
や
ア
ラ
カ
シ
の
ほ
か
、

ヒ
ノ
キ
、
ツ
ガ
等
の
常
緑
針
葉
高
木
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
暖
温
帯

か
ら
中
間
温
帯
に
分
布
す
る
落
葉
・
常
緑
広
葉
樹
林
の
ほ
か
、
平
地
針
葉
樹
林
の
存
在
も
う

か
が
え
る
。

　

弥
生
後
期
は
、
暖
温
帯
か
ら
中
間
温
帯
に
分
布
す
る
落
葉
樹
・
常
緑
樹
・
針
葉
樹
の
高
木

が
あ
る
点
は
、
中
期
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
が
、
そ
れ
に
加
え
、
ヒ
サ
カ
キ
や
ヤ
マ
ウ
ル
シ

等
の
小
高
木
類
も
見
う
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
ア
カ
マ
ツ
の
出
現
で
あ
る
。

愛
媛
県
下
の
平
野
部
は
、
本
来
、
照
葉
樹
林
帯
で
あ
る
が
、
人
口
が
増
え
、
生
産
が
進
む
ほ

ど
、
周
辺
の
森
林
が
略
奪
さ
れ
、
地
力
は
衰
え
、
や
せ
地
に
耐
え
得
る
植
生
に
変
わ
っ
て
行

く
。
土
地
が
や
せ
、
今
ま
で
の
樹
木
が
衰
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
ま
で
尾
根
筋
な
ど
で
耐
え
て
き

た
マ
ツ
が
進
出
し
て
く
る
。
お
お
む
ね
こ
う
し
た
経
過
で
、
各
地
に
マ
ツ
林
が
誕
生
し
、
各

時
期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
薪
炭
材
等
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

マ
ツ
属
以
外
に
は
、
古
墳
時
代
に
ク
ヌ
ギ
節
の
炭
化
材
や
ヤ
ナ
ギ
属
、
古
代
に
は
、
ヒ
ノ

キ
や
サ
ク
ラ
、
中
世
に
は
カ
バ
ノ
キ
科
ク
マ
シ
デ
属
の
炭
化
材
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
然
木
に
お
い
て
は
、
常
緑
広
葉
樹
は
、
シ
イ
ノ
キ
属
、
ク
ス
ノ
キ

科
、
ア
ラ
カ
シ
。
落
葉
広
葉
樹
は
、
ク
リ
、
ク
ヌ
ギ
、
ヤ
ナ
ギ
属
、
サ
ク
ラ
、
カ
バ
ノ
キ
科

ク
マ
シ
デ
属
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
針
葉
樹
は
、
弥
生
後
期
以
降
、
各
時
代
を
通
じ
て
み

ら
れ
る
マ
ツ
属
の
ほ
か
、
ツ
ガ
や
ヒ
ノ
キ
が
み
ら
れ
た
が
、
多
く
の
製
品
で
使
用
さ
れ
て
い

た
ス
ギ
や
、
大
型
の
建
築
材
等
で
よ
く
使
用
さ
れ
た
モ
ミ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ス
ギ
や
モ
ミ
は
、
製
品
に
利
用
す
る
際
、
集
落
の
近
隣
で
は
な
く
、
や
や
離
れ
た
丘

陵
地
や
山
地
か
ら
搬
入
し
て
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
四
国
山
地
に
囲
ま

れ
て
い
る
旧
上
浮
穴
郡
小
田
町
の
太
田
城
跡
で
は
、
ヒ
ノ
キ
よ
り
ス
ギ
の
方
が
多
く
出
土
し

て
い
る
。
一
方
、
ス
ギ
と
同
様
、
針
葉
樹
材
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
の
場
合
は
、

弥
生
中
期
か
ら
集
落
の
近
隣
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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四　

ま
と
め
に
か
え
て

　

建
築
（
土
木
）
用
材
の
場
合
、
お
お
ま
か
な
傾
向
と
し
て
弥
生
時
代
に
は
、
広
葉
樹
が
主

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
古
墳
時
代
以
降
、
針
葉
樹
の
使
用
割
合
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
を
、
地
域
植
生
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
時
代
が
下
る
に
連
れ
、
ス
ギ
を
よ
り
広
範
囲
の

地
域
か
ら
確
保
し
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
ヒ
ノ
キ
の
需
用
を
拡
大
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に
、
ク
リ
、
サ
ク
ラ
等
広
葉
樹
の
使
用
は
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
容
器
で
も
う
か
が
え
る
。
弥
生
前
期
の
阿
方
遺
跡
で
、
ク
ワ
（
ヤ
マ

グ
ワ
）
を
使
用
し
た
刳
物
の
高
杯
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
刳
物
容
器
に
は
全
て

ヒ
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
世
紀
前
後
か
ら
は
ヒ
ノ
キ
の
曲
物
容
器
、
一
三
世

紀
頃
か
ら
は
ス
ギ
の
曲
物
容
器
が
登
場
し
、
刳
物
容
器
自
体
が
姿
を
消
し
て
い
く
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
広
葉
樹
材
利
用
か
ら
針
葉
樹
材
利
用
へ
と
遷
移
し
て
い
く
一
方
、
全
く
こ

の
流
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
器
種
も
あ
る
。
例
え
ば
、
鋤
・
鍬
類
で
は
、
針
葉
樹
は
全
く
使

用
さ
れ
ず
、
若
干
の
広
葉
樹
を
除
き
、
一
貫
し
て
ア
カ
ガ
シ
亜
属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
紡
織
具
で
あ
る
木
錘
に
は
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
シ
、
ツ
バ
キ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ツ
バ
キ

属
の
木
は
、
枝
振
り
が
一
定
で
は
な
く
、
材
を
長
く
取
る
事
は
難
し
い
が
、
硬
く
て
重
い
特

徴
が
あ
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
針
葉
樹
の
使
用
が
拡
大
し
つ
つ
も
、
そ

れ
を
全
て
に
お
い
て
適
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
木
製
品
の
役
割
に
適
し
た
材
を
、
周
辺

地
域
か
ら
選
択
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
主
に
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
み
ら
れ
る
斎
串
、
人
形
代
と
い
っ
た
祭
祀
具

や
曲
物
容
器
、
櫛
、
下
駄
な
ど
の
木
製
品
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
二
種

に
つ
い
て
は
一
〇
〇
％
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
材
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
駄
に
は
キ
リ
、

櫛
に
は
ツ
ゲ
と
い
っ
た
古
墳
時
代
以
前
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
古
い
時
期
の
よ
う
に
周
辺
か
ら
適
材
を
選
択

し
使
用
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
の
発
達
に
よ
る
木
材
の
流
通
の
中
で
生
じ
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
既
報
告
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
お
お
ま
か
に
器
種
別
あ
る
い
は
時
期

別
に
お
け
る
用
材
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
比
較
検
討
し
た
遺
跡

数
は
四
一
と
限
ら
れ
て
お
り
、
流
通
の
変
遷
や
地
域
的
な
特
徴
を
述
べ
る
に
は
さ
ら
に
資
料

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
未
調
査
・
未
報
告
の
木
製
遺
物
の
樹
種
同
定
を

行
い
、
よ
り
詳
細
に
そ
れ
ら
の
点
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註（１） 　

木
製
遺
物
を
報
告
し
た
文
献
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
、
都
道
府
県
史
や
市
町
村
史
、
各
種
の
論
文
や
資

料
紹
介
、
資
料
集
成
な
ど
多
種
多
用
に
わ
た
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
日
本
列
島
全
域
の
木
製
品

や
加
工
材
な
ど
の
資
料
を
集
成
し
た
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
『
出
土
木
製
遺
物
の
実
態
調
査
報
告

書
』（
一
九
七
六
、一
九
七
七
、一
九
七
八
）、
近
畿
地
方
を
対
象
と
し
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
木
器

集
成
図
録
』（
一
九
八
五
、一
九
九
二
）、
樹
種
別
の
用
材
傾
向
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
島
地
謙
・
伊
東
隆

夫
編
『
日
本
の
遺
跡
出
土
木
製
品
総
覧
』
雄
山
閣
（
一
九
八
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（２） 　
『
釜
ノ
口
遺
跡
Ⅱ
│
６
・
７
・
８
次
調
査
│
』　

松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
七
年
ほ
か
、
発
掘
調
査
報
告
書
に
随
時
ま
と
め
た
も
の
。

（３）　

 

調
査
し
た
文
献
は
、
出
土
遺
構
や
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
含
め
、
文
末
に
年
代
順
に
参
考
文
献

と
し
て
ま
と
め
た
。

（４） 　
『
愛
媛
県
史
』
地
誌
Ⅰ
（
総
論
）
該
当
部
分
。
そ
の
中
の
「
現
存
植
生
と
植
生
自
然
度
」
の
項
目

は
、
森
川
国
康
氏
の
報
告
に
よ
る
。
そ
の
他
、
得
居
修
「
森
林
の
植
物
」（『
愛
媛
県
の
歴
史
と
風
土
』

一
九
八
二
所
収
）、
山
本
四
郎
『
愛
媛
の
植
物
記　

改
訂
版
』（
一
九
九
一
）
を
参
照
し
た
。

参
考
文
献

（１）　

西
田
栄
「
道
後
土
居
窪
弥
生
遺
跡
の
発
掘
略
報
」『
伊
予
史
談
』
一
五
〇
号　

一
九
五
八

（２）　

古
照
遺
跡
調
査
団
『
古
照
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会　

一
九
七
四

（３）　

森
光
晴
・
大
山
正
風
『
古
照
遺
跡
Ⅱ
』
松
山
市
教
育
委
員
会　

一
九
七
六

（４） 　

犬
飼
徹
夫
・
阪
本
安
光
『
吉
田
町
国
安
川
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
吉
田
町
教
育
委
員
会　

一
九
八
〇

（５）　

 

河
野
藤
吉
・
長
井
數
秋
・
阪
本
安
光
『
一
般
国
道
一
一
号
松
山
東
道
路
関
係
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書
Ⅰ
』
愛
媛
県
教
育
委
員
会
・
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
一

（６） 　

吉
本
拡
・
阪
本
安
光
他
『
一
般
国
道
一
一
号
松
山
東
道
路
関
係
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅱ
』　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
・
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
一

（７） 　

豊
田
達
雄
・
横
山
賢
他
『
一
般
国
道
一
一
号
松
山
東
道
路
関
係
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅳ
』　

㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
二

（８） 　

阪
本
安
光
・
佐
々
木
正
興
・
守
田
五
男
『
伊
予
国
府
跡
確
認
調
査
概
報
（
Ⅱ
）』
愛
媛
県
教
育
委
員
会

一
九
八
二　
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（９）  　

森
光
晴
他
『
国
道
一
一
号
バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書　

福
音
寺
遺
跡
（
竹
ノ
下
・
川
付
・

筋
違
）　

星
ノ
岡
遺
跡
（
旗
立
・
北
下
）　

北
久
米
遺
跡
（
常
堰
・
乃
万
の
裏
・
農
免
）』　

松
山
市
教
育
委

員
会　

一
九
八
四

（10） 　

長
井
數
秋
他
『
大
見
遺
跡　

大
三
島
町
大
見
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
大
三
島
町
教
育
委
員
会　

一
九
八
五

（11） 　

阪
本
安
光
他
『
松
山
市
・
船
ヶ
谷
遺
跡　

愛
媛
県
青
果
農
業
協
同
組
合
連
合
会
関
連
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
』
愛
媛
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
五

（12） 　

大
滝
雅
嗣
『
宮
前
川
遺
跡　

中
小
河
川
改
修
事
業
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
六

（13） 　

大
滝
雅
嗣
他
『
一
般
国
道
一
九
六
号
今
治
道
路
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅱ　

八
町
遺
跡　

中
寺
州
尾

遺
跡　

松
木
遺
跡
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
九

（14） 　

梅
木
謙
一
『
松
山
市
道
後
城
北
遺
跡
群　

祝
谷
ア
イ
リ
遺
跡
』
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
二

（15） 　

梅
木
謙
一
・
宮
内
慎
一
他
『
山
越
・
久
万
ノ
台
の
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習

振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
三

（16） 　

西
尾
幸
則
他
『
来
住
廃
寺
遺
跡
│
第
15
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興

財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
三

（17） 　

栗
田
正
芳
・
河
野
史
知
他
『
古
照
遺
跡
│
第
６
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学

習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
三

（18） 　

岡
田
敏
彦
他
『
一
般
国
道
一
九
六
号
松
山
環
状
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅰ　

松
環
古
照
遺
跡
』

㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
三

（19） 　

柴
田
昌
児
・
相
原
清
志
『
多
々
羅
大
橋
関
連
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書　

多
々
羅
製
塩
遺
跡
』　

㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四　

（20） 　

栗
田
正
芳
『
古
照
遺
跡
│
第
７
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四

（21） 　

西
尾
幸
則
他
『
来
住
・
久
米
地
区
の
遺
跡
Ⅱ　

来
住
廃
寺
18
・
20
次　

久
米
窪
田
森
元
３
次
』　

松
山

市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四

（22） 　

栗
田
正
芳
他
『
桑
原
地
区
の
遺
跡
Ⅱ　

樽
味
高
木
２
・
３
次　

樽
味
四
反
地
２
・
３
・
４
次　

桑
原
田
中

２
次
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
四

（23）　

小
田
町
文
化
財
保
護
委
員
会
『
太
田
城
跡
│
発
掘
調
査
報
告
書
│
』
小
田
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
五

（24） 　

栗
田
正
芳
・
小
笠
原
善
治
・
河
野
史
知
『
古
照
遺
跡
│
第
10
・
11
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・

㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
五

（25） 　

相
原
浩
二
・
河
野
史
知
『
辻
町
遺
跡
│
２
次
調
査
地
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習

振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
五

（26） 　

岡
田
敏
彦
『
一
般
国
道
一
九
六
号
松
山
環
状
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ　

親
和
園
前
地
区
（
伝

旧
松
山
藩
陣
屋
跡
・
朝
美
澤
遺
跡
・
朝
美
澤
廃
寺
）、
美
沢
地
区
（
美
沢
遺
跡
）、
衣
山
地
区
（
衣
山
遺
跡
）』

㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六　

（27） 　

谷
若
倫
郎
他
『
来
島
大
橋
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集　

糸
大
谷
遺
跡
』
㈶
愛
媛
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六　

（28） 　

栗
田
正
芳
『
古
照
遺
跡
│
第
８
・
９
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六

（29） 　

高
尾
和
長
他
『
束
本
遺
跡
４
次
調
査
・
枝
松
遺
跡
４
次
調
査
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学

習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六

（30）　

長
井
數
秋
・
西
岡
信
次
『
松
前
町
横
田
遺
跡
Ⅱ
区
調
査
報
告
書
』
松
前
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
六

（31） 　

梅
木
謙
一
『
中
村
松
田
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　

一
九
九
七

（32） 　

高
尾
和
長
他
『
釜
ノ
口
遺
跡
Ⅱ
│
６
・
７
・
８
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振

興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
七

（33）　

森
光
晴
『
旧
等
妙
寺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
広
見
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
七

（34） 　

高
尾
和
長
他
『
大
峰
ヶ
台
遺
跡
Ⅱ
│
９
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財

団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八

（35） 　

梅
木
謙
一
他
『
松
山
大
学
構
内
遺
跡
Ⅲ
│
第
４
・
５
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯

学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八

（36） 　

相
原
浩
二
他
『
瀬
戸
風
峠
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー　

一
九
九
八

（37） 　

作
田
一
耕
他
『
斎
院
・
古
照　

新
松
山
空
港
道
路
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
㈶
愛
媛
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八　

（38） 　

廣
田
秀
久
・
田
坂
嘉
則
・
藤
村
啓
修
『
矢
田
西
之
窪
遺
跡
・
高
市
徳
森
遺
跡
』
今
治
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
八

（39）　

窪
田
賢
治
・
原
畑
静
佳
・
柴
田
昌
児
『
一
般
国
道
一
九
六
号
今
治
バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅲ

　

登
畑
遺
跡
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八

（40） 　

高
尾
和
長
他
『
船
ヶ
谷
遺
跡
│
２
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九

（41） 　

宮
内
慎
一
・
相
原
秀
仁
『
岩
崎
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九

（42） 　

加
島
次
郎
他
『
船
ヶ
谷
遺
跡
│
３
次
調
査
地
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九

（43） 　

櫛
部
大
作
『
石
井
国
友
遺
跡　

│
第
１
次
調
査
区
│　

│
第
２
次
調
査
区
│　

│
第
３
次
調
査
区
│　

│

第
４
次
調
査
区
│
』
今
治
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
九

（44） 　

岡
田
敏
彦
・
谷
若
倫
郎
他
『
鹿
の
子
古
墳
群　

新
谷
森
ノ
前
遺
跡　

県
道
今
治
丹
原
線
の
建
設
に
伴
う
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九　
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（45） 　

谷
若
倫
郎
・
楠
真
依
子
・
真
鍋
昭
文
『
来
島
海
峡
大
橋
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
４
集　

馬
島
亀
ヶ
浦
遺
跡　

馬
島
ハ
ゼ
ヶ
浦
遺
跡
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九　

（46） 　

長
井
數
秋
『
新
池
遺
跡
・
小
池
遺
跡　

国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
報
告
書
』
東
予
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
九

（47） 　

真
鍋
昭
文
他
『
来
島
大
橋
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
集　

阿
方
遺
跡
・
矢
田
八
反
坪
遺

跡
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
〇　

（48） 　

多
田
仁
他
『
南
高
井
遺
跡
・
森
松
遺
跡
│
四
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅹ

Ⅴ
│
松
山
市
編
Ⅱ
│
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
〇

（49） 　

西
川
真
美
他
『
道
ヶ
谷
古
墳　

池
の
奥
遺
跡　

平
田
七
反
地
遺
跡　

一
般
国
道
一
九
六
号
松
山
北
条
バ
イ

パ
ス
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
〇　

（50） 　

梅
木
謙
一
他
『
斎
院
の
遺
跡
Ⅱ　

鳥
越
・
津
田
中
学
校
内
・
北
斎
院
地
内
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松

山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
一

（51） 　

山
之
内
志
郎
『
小
野
地
区
の
遺
跡　

北
梅
本
悪
社
谷
遺
跡
２
次
調
査
地
、
北
梅
本
北
池
遺
跡
、
北
梅
本
太

尺
寺
遺
跡
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
一

（52） 　

目
見
田
周
治
・
作
田
一
耕
・
川
田
秀
治
『
貝
田
廃
寺
跡　

市
道
楠
浜
北
条
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
貝
田

廃
寺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
』
東
予
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
一

（53） 　

高
尾
和
長
『
樽
味
四
反
地
遺
跡
│
５
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
二

（54） 　

高
尾
和
長
・
山
之
内
志
郎
他
『
船
ヶ
谷
遺
跡
│
４
次
調
査
│
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学

習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
二

（55） 　

真
鍋
昭
文
『
土
居
窪
遺
跡
２
次　

祝
谷
畑
中
遺
跡　

祝
谷
本
村
遺
跡
２
次　

都
市
計
画
道
路
道
後
祝
谷
線

整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
二　

（56） 　

長
井
數
秋
『
願
連
寺
泉
遺
跡　

│
町
道
周
布
・
吉
岡
線
道
路
改
良
工
事
発
掘
調
査
報
告
書
』
丹
原
町
教
育

委
員
会　

二
〇
〇
二

（57）　

長
井
數
秋
『
松
前
町
横
田
遺
跡
Ⅳ
区
調
査
報
告
書
』
松
前
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三

（58） 　

吉
岡
和
哉
『
桑
原
遺
跡
５
次
調
査
地
』
松
山
市
教
育
委
員
会
・
㈶
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
四

（59） 　

中
野
良
一
・
吉
野
加
枝
美
・
北
山
育
美
・
藤
本
清
志
・
松
本
佳
子
『
南
斎
院
土
居
北
遺
跡
・
南
江
戸
鬮
目

遺
跡
（
２
次
調
査
）
│
宮
前
川
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
㈶
愛
媛
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
四

（60） 　

三
好
裕
之
・
今
泉
ゆ
か
り
・
岡
美
奈
子
『
善
応
寺
畦
地
遺
跡　

大
相
院
遺
跡　

別
府
遺
跡
│
一
般
県
道
湯

山
高
縄
北
条
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
〇
四　
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種
　
類

器
　
種

時
　
期

遺
跡
名

針
葉
樹

広
葉
樹

ス
ギ
科

ヒ
ノ
キ
科

マ
ツ
科

そ
の
他
の
科

ブ
ナ
科

そ
の
他
の
科

マ
ツ
属

モ
ミ
属

ツ
ガ
属

コ
ナ
ラ
亜
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
シ
イ
ノ
キ
属

そ
の
他
の
属

建
築

（
土
木

）
用
材

建
築
部
材

弥
生
前

阿
方

ヒ
ノ
キ

（
１

）
ク
リ

(1
)

弥
生
前

？
古
照

８
次

サ
カ
キ

(1
)

弥
生
中

阿
方

ク
リ

(1
)

杭
材

サ
ク
ラ

(1
)

古
照

８
次

タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ

(1)
柱
類

弥
生
後

釜
ノ
口

７
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(4)
モ
チ
ノ
キ
属

(2
)

礎
板

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(3)

柱
類

釜
ノ
口

８
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(3)
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ

(1
)

サ
ク
ラ
属

(1
)

礎
板

ス
ダ
ジ
イ

(1
)

板
材

弥
生
前

～
古
墳
後
船
ヶ
谷

４
次

ヒ
ノ
キ
科

(1
)

コ
ウ
ヤ
マ
キ（

１
）

杭
材

ヒ
ノ
キ
科

(1
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

柱
類

弥
生
中

～
古
墳

矢
田
八
反
坪

タ
ブ
ノ
キ

（
2
）

ア
オ
ギ
リ

（
1
）

杭
？

弥
生
中

～
古
墳
後
桑
原

５
次

マ
ツ
属

(2
)

ヤ
マ
グ
ワ

(1
)

板
材

ス
ギ

(1
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

モ
ミ
属

(2
)

杭
材

弥
生
後

～
古
墳
中
古
照

８
次

コ
ナ
ラ
節

(1
)

板
材

ヒ
ノ
キ
属

(1
)

柱
類

弥
生
末

～
古
墳
前
新
谷
森
ノ
前

ク
ワ

(1
)

古
墳
前

船
ヶ
谷

４
次

カ
ヤ

(2
)

杭
材

古
墳
中

船
ヶ
谷

２
次

モ
ミ
属

(1
)

板
材

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(1)
礎
板

（
根

）
マ
ツ
属

(1
)

板
材

船
ヶ
谷

４
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(1)シ
イ
ノ
キ
属

(1)
ク
ス
ノ
キ

(1
)

杭
材

ヒ
ノ
キ

(2
)

杭
ヒ
ノ
キ

(6
)

ヒ
ノ
キ
科

(4
)
マ
ツ
属

(1
)

コ
ウ
ヤ
マ
キ（

2
）

カ
ヤ

(1
)

ア
ワ
ブ
キ
属

(1
)

柱
古
墳
後

カ
ヤ

(3
)

コ
ナ
ラ
亜
属

(1)
板
戸

中
寺
州
尾

モ
ミ

(1
)

柱
類

モ
ミ

(1
)

杭
？

７
C
中

～
８

C

久
米
窪
田
森
元

３
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(1)

杭
８

C
マ
ツ
属

(1
)

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

(1
)

ウ
ツ
ギ
属

(1
)

部
品

ス
ギ

(1
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

サ
カ
キ

(1
)

杭
10

C
末

～
11

C
初
桑
原

５
次

ノ
グ
ル
ミ

(1
)

ヱ
互

犢
媼

0
塔

頓
鷲

袍
60

の
☞

貢
詹

褫
!

（
互
）

塔
購

♧
舂
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建
築

（
土
木

）
用
材

柱
材

12
C
後

～
13

C
前
古
照

８
次

ヒ
ノ
キ
科

(1
)
マ
ツ
属

(1
)

角
材

?
ヒ
ノ
キ

(1
)

板
材

ス
ギ

(1
)

杭
コ
ナ
ラ

(1
)

角
材

中
世

太
田
城
跡

ス
ギ

(4
)

柱
類

ス
ギ

(1
)

部
品

ス
ギ

(6
)

カ
シ

(1
)

底
樋

中
世

旧
等
妙
寺
跡

マ
ツ

(3
)

杭
中
世
以
後

来
住
廃
寺

18
次

マ
ツ
属

(10
)

ア
カ
ガ
シ
亜
属

(1)ス
ダ
ジ
イ

(3
)
ブ
ナ
属

(1
)

ア
サ
ダ

(1
)

ヤ
ナ
ギ
属

(1
)

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

(2
)

サ
ク
ラ
属

(2
)

ヒ
サ
カ
キ
属

(1
)

シ
ロ
ダ
モ

(3
)

井
戸
枠

14
Ｃ

平
田
七
反
地

ク
ス
ノ
キ

（
１

）

八
町

１
号

モ
ミ

(2
)

杭
材

近
世

ク
リ

（
１

）

農
工
具

鋤
・
鍬
類

弥
生
前

松
木

カ
シ

（
1
）

阿
方

ア
カ
ガ
シ（

11
）
シ
イ

(1
)

新
谷
森
ノ
前

ア
カ
ガ
シ
（

4
）

山
越

２
次

カ
シ

（
1
）

弥
生
中

土
居
窪

カ
シ

（
1
）

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

6
）

弥
生
中

～
古
墳

矢
田
八
反
坪

ア
カ
ガ
シ
（

1
）

弥
生
後

中
寺
州
尾

カ
シ

（
3
）

弥
生
後

～
古
墳
初
船
ヶ
谷

４
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属（

2）
古
墳
前

宮
前
川
北
斎
院
津
田
Ⅱ

カ
シ

（
1
）

古
墳
中

福
音
寺
竹
の
下

カ
シ

（
6
）

縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

ア
カ
ガ
シ
（

7
）

中
世

八
町

３
号

カ
シ

（
2
）

竪
杵

縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

ク
ヌ
ギ

(1
)
ア
カ
ガ
シ
（

1
）

弥
生
前

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

2
）

泥
除
未
製
品

弥
生
前

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

1
）

新
谷
森
ノ
前

ク
ス
ノ
キ

（
3
）

弥
生
後

船
ヶ
谷

４
次

ア
カ
ガ
シ
亜
属（

1）
牛
の
鼻
木
通
し
中
世

太
田
城
跡

カ
シ

（
2
）

柄
縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

ア
カ
ガ
シ
（

2
）
シ
イ

(2
)

弥
生
中

阿
方

ア
オ
キ

(1
)

ツ
バ
キ

(1
)

斧
柄

弥
生
中

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

1
）

柄
古
墳
中

福
音
寺
竹
の
下

カ
シ

（
2
）

あ
て
道
具

奈
良

久
米
窪
田
Ⅱ

ア
カ
マ
ツ

(1
)

叩
き
板

ス
ギ

(1
)

漆
べ
ら

中
世

太
田
城
跡

タ
ケ

（
1
）
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祭
祀
具

動
物
形

縄
文
晩

船
ヶ
谷

ク
ス
ノ
キ

（
4
）

黒
漆
塗

弥
生
中

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

2
）

斎
串

古
墳
前

～
古
墳
後
桑
原

５
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

７
Ｃ
中

～
８

Ｃ
久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

木
簡
類

奈
良

久
米
窪
田
Ⅱ

ス
ギ

(1
)

ヒ
ノ
キ

(7
)

人
形
代

８
Ｃ

ヒ
ノ
キ

(4
)

斎
串

久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

人
形
代

９
Ｃ

久
米
窪
田
Ⅱ

ヒ
ノ
キ

(1
)

古
代

前
川
Ⅰ

ヒ
ノ
キ

(2
)

削
り
か
け

ヒ
ノ
キ

(1
)

木
簡
類

15
Ｃ
初

平
田
七
反
地

ヒ
ノ
キ

(2
)

え
ぼ
し
形

中
世

太
田
城
跡

ス
ギ

(2
)

装
身
具

腕
輪

弥
生
前

阿
方

ク
ワ

(1
)

櫛
ク
ワ

(1
)

奈
良

久
米
窪
田
Ⅱ

ツ
ゲ

(1
)

古
代

前
川
Ⅰ

ツ
ゲ

(1
)

履
物

下
駄

７
Ｃ
中

～
８

C
久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

下
駄

?
８

Ｃ
ヒ
ノ
キ

(2
)

下
駄

13
～

15
C

八
町

１
号

ス
ギ

(1
)

中
世

太
田
城
跡

ス
ギ

(7
)

キ
リ

(2
)

紡
織
具

木
針

縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

ア
オ
キ

(1
)

木
錘

ツ
バ
キ

(1
)

横
槌

弥
生
中

阿
方

ア
カ
ガ
シ
（

1
）

木
錘

古
墳
前

～
古
墳
後
桑
原

５
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

古
墳

来
住
廃
寺

18
次

ヒ
ノ
キ
科

(1
)

つ
ち
の
こ

奈
良

久
米
窪
田
Ⅱ

カ
シ

（
3
）

木
錘

８
Ｃ

久
米
窪
田
森
元

３
次

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

(2
)

紡
錘
車

近
世

馬
島
亀
ヶ
浦

カ
シ

（
1
）

？

食
膳
具

匙
縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

イ
ヌ
ガ
ヤ

(1
)

縦
杓
子

タ
ブ
ノ
キ

(1
)

匙
形

８
Ｃ

久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

し
ゃ
も
じ
形

中
世

太
田
城
跡

ヒ
ノ
キ

(1
)

箸
近
世

馬
島
亀
ヶ
浦

針
葉
樹

(3
)

タ
ケ

(1
)

馬
具

鞍
縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

シ
イ

(1
)

刳
物

縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

カ
ヤ

(1
)

高
杯

弥
生
前

阿
方

ク
ワ

(1
)

槽
形
木
製
品

古
墳
前

多
々
羅

ヒ
ノ
キ

(1
)

古
代

～
中
世

石
井
国
友

２
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

編
物

か
ご
め

弥
生
中

阿
方

タ
ケ

(1
)

曲
物

チ
ッ
プ

古
代

前
川
Ⅰ

ヒ
ノ
キ

(2
)

底
板

７
Ｃ
中

～
８

C
久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

底
板

、
側
板

８
Ｃ

ヒ
ノ
キ

(4
)
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曲
物

？
蓋
板

13
～

15
C

八
町

１
号

ス
ギ

(2
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

曲
物

井
戸
枠

14
Ｃ

船
ヶ
谷

３
次

ス
ギ

(2
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

底
板

中
世

太
田
城
跡

ス
ギ

(11
)

ヒ
ノ
キ

(1
)

指
物

置
物
の
脚

ヒ
ノ
キ

(1
)

文
具

筆
軸

中
世

太
田
城
跡

タ
ケ

(1
)

押
し
糊
べ
ら

タ
ケ

(1
)

武
具

弓
縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

イ
ヌ
ガ
ヤ

(1
)

ア
カ
ガ
シ
（

2
）

弥
生
中

阿
方

カ
ヤ

(1
)

イ
ヌ
マ
キ

(1
)

短
甲

ク
ワ

(4
)

用
途
不
明

縄
文
後

～
古
墳
後
矢
田
八
反
坪

ヒ
ノ
キ

（
3
）

コ
ウ
ヤ
マ
キ

(1)ク
ヌ
ギ

(1
)
ア
カ
ガ
シ（

11
）

ツ
バ
キ

（
2
）

ク
ス
ノ
キ

（
3
）

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

(1
)

ア
オ
キ

(1
)

ム
ク
ロ
ジ

(1
)

未
製
品

ア
カ
ガ
シ
（

2
）

輪
状

縄
文
晩

船
ヶ
谷

ク
ス
ノ
キ

（
5
）

ケ
ン
ポ
ナ
シ

（
１

）

つ
ま
み
状

ア
オ
キ

（
１

）

板
状

ク
ス
ノ
キ

（
１

）
サ
カ
キ

（
１

）

ク
ス
ノ
キ

（
4
）

弥
生
前

阿
方

ヒ
ノ
キ

（
１

）
ア
カ
ガ
シ
（

1
）

ク
ス
ノ
キ

（
１

）
ク
ワ

（
１

）

未
製
品

ア
カ
ガ
シ
（

3
）

ク
ス
ノ
キ

（
１

）

弥
生
中

阿
方

ク
ロ
ベ

(1
)

ヒ
ノ
キ

（
１

）
ア
カ
ガ
シ
（

2
）
シ
イ

(1
)

サ
ク
ラ

（
１

）
サ
カ
キ

(2
)

未
製
品

ア
カ
ガ
シ
（

2
）

サ
ク
ラ

（
１

）

平
井

ア
カ
ガ
シ
亜
属（

1）
弥
生

来
住
Ⅰ

ス
ギ

(1
)

弥
生
中

～
古
墳

矢
田
八
反
坪

ア
カ
ガ
シ
（

1
）

未
製
品

ヒ
ノ
キ

（
１

）

棒
状

弥
生
中

～
古
墳
後
桑
原

５
次

ヒ
ノ
キ

(1
)

コ
ウ
ヤ
マ
キ

(1)
加
工
材

ヒ
ノ
キ

（
１

）
セ
ン
ダ
ン

（
１

）

用
途
不
明

古
墳

来
住
廃
寺

18
次

ヒ
ノ
キ

（
１

）

加
工
材

古
墳
前

～
古
墳
後
桑
原

５
次

ヒ
ノ
キ

（
１

）
マ
ツ
属

(1
)

ク
リ

(1
)

7
C
中

～
８

C
久
米
窪
田
森
元

３
次

ヒ
ノ
キ

(3
)

８
Ｃ

ヒ
ノ
キ

(18
)

モ
ミ
属

(1
)

カ
ヤ

(1
)

ウ
ツ
ギ
属

(1
)

円
盤
状

古
代
末

～
中
世
後
桑
原

５
次

ツ
ガ
属

(1
)

中
世

来
住
廃
寺

18
次

ヒ
ノ
キ

（
１

）

棒
状

太
田
城
跡

カ
シ

（
7
）

板
状

ス
ギ

(11
)
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自
然
木

炭
化
材

縄
文
晩

松
山
大
学
構
内

５
次

ク
リ

(1
)

弥
生
前

～
中

岩
崎

サ
ク
ラ
属

（
１

）

弥
生
中

平
井

ヒ
ノ
キ

(1
)

ツ
ガ

(1
)

ク
ヌ
ギ

(1
)
ア
ラ
カ
シ
（

2
）

炭
化
材

樽
味
高
木

２
次

針
葉
樹

(1
)

シ
イ
ノ
キ
属

(1)
ク
ス
ノ
キ
科

(1
)

弥
生
後

中
村
松
田

ヒ
ノ
キ

(1
)
ア
カ
マ
ツ

(1
)

ニ
レ
属

(2
)

炭
化
材

弥
生
後

束
本

４
次

ス
ダ
ジ
イ

(4
)

シ
イ
ノ
キ
属

(2)
モ
チ
ノ
キ
属

(2
)

サ
カ
キ

(3
)

ヒ
サ
カ
キ
属

(1
)

ヤ
マ
ウ
ル
シ

(3
)

古
墳
前

多
々
羅

マ
ツ
属

(11
)

埋
没
樹
木

古
墳

森
松

ヤ
ナ
ギ
属

（
１

）

炭
化
材

古
墳

瀬
戸
風
峠

４
号
墳

ク
ヌ
ギ
節

(3
)

古
墳

瀬
戸
風
峠

５
号
墳

マ
ツ
属

(2
)

古
墳
末

大
池
東

１
号
墳

針
葉
樹

(1
)

８
Ｃ

北
梅
本
悪
社
谷

２
次

マ
ツ
属

(5
)

薪
古
代

前
川
Ⅰ

ヒ
ノ
キ

(1
)

サ
ク
ラ

（
１

）

炭
化
材

13
C

岩
崎

ク
マ
シ
デ
属

（
１

）

14
～

15
C

マ
ツ
属

(1
)


